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合 格 答 案

国 語

056

主語や行為の対象を意識
することは大切。表現がぎ
こちない部分もあるが，敬
語・助動詞の訳出や人物の
明示など最低限の要素は
押さえてある。

大問構成

第一問　現代文（評論）

第二問　現代文（随筆）

第三問　古文（日記）

第二問 問一
傍線部（1）「阿諛追従」の
意味が全くわからず，文脈
から推測して書いた。

語の意味がわからなくても
文脈から解答を導こうとす
る姿勢はＯＫ。傍線部を含
む一文，さらに，傍線部前
の具体例にも注目できれば
よかった。

第二問 問一

古文は一番得点しやすい
ので最初に解く。主語は何
か，誰に対する行為なの
か，といったことを常に意
識しながら読んだ。

第三問

2次試験の国語を捨てていたにもかかわらず本番で47点を取れたことは，結果的に戦略勝ちと言えるだろう。彼が

国語でそれなりに得点できた要因は，古文にある。京大理系の古文は，近年，点数が取りやすくなっており，古文狙

いの戦略は間違っていない。逆に，古文を落とせば致命的なので，京大理系受験者にとって，まずは古文対策が必

須だ。現代文については，彼の答案を見る限り，採点者がかなり好意的に解釈し，点数を与えてくれたと考えられる。

しかし，最初からそれを期待するのは危険だし，理系に進学しても国語力は不可欠だ。設問意図を理解して解答要

素をピックアップする，表現を言い換えたり言葉を補ったりして解答を組み立てる，といった基本的な解き方を，演

習を通してきちんと身につけておくべきだろう。

国語力は理系にも不可欠。甘い採点を期待せず，最低限の演習は積んでおくべき合格答案の

視点

056

056 第三問
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京大　　理系

合 格 答 案

物 理
理 科

056

1 枚 目

「カ」は誤りだが，次の「キ」がで
きているので，おそらく問題文を
読み間違えたのだろう。こういう
失点はもったいない。それ以外
はよくできた答案という印象。

第１問 カ
重力を分解すれば楽に解けるという有
名なパターンの問題。それを知っていた
なら，ここも解答できたはずだ。ただ，効
率ということから考えれば，「サ」までを
きっちり解いたうえで後は見切ったとい
う判断は，妥当。

第１問 シ

力学を重点的に攻め，全体では目標の5割強を確実に

物理の受験対策で一番活用したのは『物理Ⅰ・Ⅱ重要問題集』（数研出版）で，2～3回繰り返しやった。あれ

これ手を広げず，これと決めた問題集で１問１問入念に，わからないところは調べつつ，というのが自分の

ポリシー。合格に向けての最低限の目標は物理と化学で110点。ただ，物理は得意なので7割くらい取りた

い気持ちはあった。物理を先に解くこと，第１問の力学を最初にやることは決めていた。3時間のうち1時間

45分は物理にかけてもよいと思っていて，本番では，第１問（35分）→第２問（35分）→第３問（30分）くらい

で解いた。第２問は， 90年代の京大の過去問に似たような問題が出ていて，それをベースに授業でベータ

トロン，サイクロトロンの解説をしてもらったことが印象に残っていたので取りかかりやすかった。

得意な力学で８割ぐらい取りたいと考えていた。ただ，全
体の時間を考えると１大問30分が目安。問１の「サ」が終
わった時点で35分ほど経っていたし，最後の方は難しい
に違いないので，ここで切り上げた。

第１問
大問構成

第１問　力学

第２問　電磁気

第３問　波動

056

056
合格者の

戦略
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